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〔山梨大醸酵研,No.4,Nov.1957〕

放線菌の新属 MicPlDbispwaについて

特た waksmaniaとの此 較検討

野 々 村 英 夫,小 L 原 巌

(昭和32年11月5日受理)

A New GenusMicrobisporaoftheActinomycetaZeswith

SpecialReferencestotheGenusWaksmanib

ByHideoNoNOMURAandYuwaoOI王ARA

放線菌は元来,細菌と糸状菌の中間的微生物と考えられるものであるが,同じ放線菌で

も種類によって非常に細菌に近いものもあり,また殆んど糸状菌のようなものもある｡従

って CHON(1872)及び HALZ(1877)が初めて放線菌の記載をして以来, 殊に近年抗

生物質の探究におびただしい数の放線菌が知られ,それらの分類については,なお異論も

多いが Bergey'sManual第 6版ではこれらは Actinomycetalesとして細菌的なものか

ら糸状菌的なもの-次のように3科に分類されている｡

OrderAciinomycelales
Budlanan

FamilyMycobacteriaceaeChester

FamilyActinomyceiaceaeBudlanan

FamilyStrepiomycetaceaeWaksmanetlienricj

ここに,それまで Actinomycetaceaeに抱指されていたもので真菌糸を;造り,それが

細菌のように分裂せず,CoIlidiaを造 り糸状菌的性質の強いものを SirePtomyetaceae

として区別 し, この科に SirebiomycesWaksmanetHenriciと Micromonosboyla

Orskovの2属を設けている.この科の性質は StrePtomyces属によって良く代表され

るが,他方の Micy10mOnOSOZIora属は気菌糸が発達せず,また胞子の形成様式が Stre-

btomyces属とは全 く違っていて,かって MicromonosPoraceaeKrassilnikov科とし

て区別されたように他の属との園適性が充分密接でなかったo

ところが最近 CoucH5)6)は MicromonosPora属に似ているが Sporangium を造る

2種類の放線菌について研究 し,次の1科 2属を追加 し,この Aciinoblanes属は Chy-

ridsに近似 し細菌にも結びつくものであることを指摘 した｡

FamilyActinoblanaceaeCouch GenusActinoblanes.Couch

GenusStrePiosborangium Couch

またその後 ERIKSON3)は M2'cromo7iosPora属中で Thermophiljc のものは胞子柄

(Sporophores) も短かく,気菌糸が生ずる点などで別の属に区別す べ きで あ る と し

WAKSMAN5) はこれを Thermoacll'nomycesTsklinsky として独立させたO この属は

気菌糸の生ずる点で SirePtomyces属により近いものである｡

次に著者ら12'は以上の属とは相違 LM2'cromonospora属及び Thermoactinomyces
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尾に似ているが,それらにはっきり対比すべき薪らしい系列の放線菌を発見 しMicroJ)is-

2oya(Typespecies:M.rosea)なる新属を設定することを建策し, 本属はljft菌糸を遣

り,その上に多くの2欄連結 した胞子を形成する点を特徴とした｡しかるに偶然時を同じ

くして I･ECHEVALIERら 9) は WAKSMAN の許で,著者らと同様な放線菌を発見 し新ら

しく Waksmania(Typespecies:W.rosea)なる属名を提案 し,SlrePtomyceiaceae

科を次のように4属に分･類 している｡

KEYTOTHEGENERAOFTHESTREPTOMYCETACEAE

1. Aerial(secondary)mycelillm formed

a.Sporesformedsingly(notin chains)

GenusThermoactinomycesTsikiinsky

b.Sporesformedin pairs GenusWaksmaniaLechevalieretLedleValier

c.Spol'eSformedin chains GenusSirebtomycesWaksmanetHenrici

2.Aerial(secondary) mycelium notfom ed;

Sporesformedsipgly(notin血ainS) GenusMicromonosporaOrskov

更に相前後 して HENSSEN8'は Waksmania 属に類 した形態で Therm ophilicな放

線菌を報告 しているようである｡このように相次いで Micromonospora属及び Ther-

moactinomyces属系統に対する Microbispora属系統のものが報告され,これらの系

統のものが自然界に広 く存在 していることが確認されるに至ったことは,放線菌の系統的

分類上重要なことであらう.

HENSSENの報告はまだ見ることができないが,LECHEVALIER らの Waksmania).=

と著者らの MicrobisPora 属は属設定の概念が同一であるので将来属名を統一する必要

があると考えるので,この際 Microbisboraroseaの表徴を一層明確にしてお く必要を

感 じ, さきに紙数が制限されていた関係で報告できなかった試験結果 を報 告 し, また

Waksmaniarosea と比較検討するため菌学的性質などの記載は LECHEVALIER らの報

告になるべく近い形式並びに用語を使用し,既報 12'と重複する部分もあるが総括 して比

較に便利なように取まとめ記戟した｡

なお放線菌の属として THIRUMALACHER13)は Conidiaの形成なく Scleroticgrande

を造る ChainiaThirum alaGherなる新属の設定を提案 しているが,これらの性質は他

の属に排反的性質でないのでなお議論の余地があるように思われる｡

夷 験 の 部

1. 分 離

SQilextractagar を用い,･常港により土壌中から分離された多数の放線菌のうち本菌

は甲府市内北部の乾田から分離されたものである｡

2. 形態的性質の観察

シャ-レに約 10二∽l宛寒天培地を採 り,平板に固めた後, M.roseaの胞子または菌
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体をうすく塗抹 し,300に 14=～20日間堵養 し,これを 600倍または 1,500倍で直接検鼓

した､水につけたりスライ ドに採ると胞子は1佃ずつに分離 してしまう｡胞子の着生状態

その他は,Fig.1;PlateI及び別に Morphology として記載した通 りであるO

この菌の気菌糸及び胞子は非常に形成されにくく,適当な培地の種類 と濃度やビタミン

の必要であることは, それぞれ別の項に記載した通 りで あ るが LECHEVAuER9) らは

wakmania属の分離に当って CoucHの方港 4'により草の葉を用いており,他の放線菌

と違って特異な栄養条件を必要とする点 Waksmaniaと共通性が認められるo

なお著者らの菌は Fig.2のように栄養分の充分ある寒天培地では殆んど全部の菌体が

厚膜胞子 (Chlamydospores) となり,このように極端に多くの厚膜胞子を形成する点も

珍 らしいものである｡

3. 培 養 試 験

BALI)ACCIら3',HESSELTINEら10) の他 従来放線菌の研究に使用されている後記の

ような培地及び一般に細菌の生理的性質を試験するのに使用されている Nitratebroth,

Nitrateagar2'を調整 した｡これらの培地に斜面培養とした結果は別に Appearanceon

variousmedia として記載 した通 りである. 色調の比較は日本色彩研究所編の ｢色の標

準｣によった｡

4. 染 色 試 験

ManualofMethodesforPureCulture2' の方法に準じ LoEFFLER'salkaline

Methylenblueを用い,Acid-fast試験はZIEHL-NEELSEN港によった｡その結果は Stai-

ningの項に記載 した通 りである｡

5. 培地の pH と生育試験

EMERSON'sagarと Nutrientagarを用い埼地の pH はHCl或は NaOH により調

節 し一旦 1000に加熟 した後,Phenolredまたは Chlorphenolred (東洋 波 紙 製)で

pH を比較 し,再び加熱殺菌 した｡これに菌体懸濁液を等量宛接種 し,300,14日間増蒸

して生育程度を比較 した結果は Tablelの通 りであった｡

Table1.GrowthofMicrobisboraroseaatVariouspH

ThemediawereadjustedtotheeachpHvalue,withHClorNaOH.Observations

weremadeafter14daysat300

Medium pH :5.0 5.2 5.4 5.6 5.8 6.2 6.4 6.6 7.0 7.2 7.4 7.6

Nutrientagar - 5十 10+ 10+ 10+ 10+ 8十 6+ 6十 4+ 2+ 2+

Emerson'sagar 一 一 4十 8+ 10+ 10+ 10十 8十 8十 8十 8+ -

EMERSON'sagarでは pH による影響が Nlユtrientagarより少なく,液体培地では生

育に従い PH が次第に低下 し,ビタミンを添加 した Asparagine-glucosesolution で10

日間培養 した例では初めの pH7.0が 5.0-5.2となった｡
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6, 栄養的特異性について

M.rosea は普通放線菌の栄養的性質 を試験するのに使用されて い る PRIDHAM &

GoTTLIEBll) の Basal medium にブ ドウ糖 を加え,なおペプ トン及び ピク ミン (B-

vitamins以下同様) を加えた ものにも生育できず,一般 の放線菌 と栄養要求に於て明ら

かに特異性が認められたので,次のような試験を行なったo

a)燐酸塩に よる生育阻害について

1{2HP04と KH2P04を7‥2の割合に混合しBasalmedium Iに加え Strepto7nyCeSadibioticus

(IF0-3216),及び (St･lavendulae(IF0-3177),の生育を比較試験した結果は既報 12'及び別項に

記載してある通 りである.いずれの菌も燐酸塩の過量により生育が阻害されるが,St.antibioticus

では 1.0g/i, St.lavBndulaeでは 0.5-1.0g/lが適量であったのに対し M.roseaでは 0･1g/I

でも集落の色が淡 くなり0･5g/lでは色菜生育が殆んどなく集落は扇平となり, 5g/lでは全然生育

しなかった｡即ちその適量は他の放線菌より極めて少なかった｡

b)微量成分の影響について

Cu,Fe,Zn及び Mnの1耗毅塩を Basal medium Iに加えこれらの微量成分が生育に及ぼす影

響を試験した結果は Cu+十及び Fe+十 については既報の通りであるがMn+十は殆んど生育に影響な

くZnH は 2-3ppm の濃度では毒性が認められないが 9.0 ppm では初期の生育が著るしく抑制

された｡ また ZnH は発色が Fe+十より遅れているが着色軌 ま対照の もの よ り濃 くなったOなお

Fe++が単独添加でSt.fradiaeなどの生育を促進する効果のあることは HEIM7)らも認めているo

c)N-源の利用性について

Basal medium IIに各種の N-源を添加し生育を比較した結果は既報 12) の通りでビタミンを加

えずによく生育するのは肉エキス (Beefextract) のみであった｡これは肉エキスにビタミンが含ま

れているためと考えられる｡別に液体培地 Basalmedium IIIについて試験した結果は Table2の

通りであった｡

Table2. UtilizationofNitrogenSol∬CeSbyM2'crobisPoyayosea

Basal medium Ill Basal medium III+BIVitamin S

after(days) growth after(days) growtb acidityう÷

Peptone

Na-glutamate

(NH4)2SO4

ENO 3

Urea

Control

5
7

5
7

5
7

5

7

5
7

5
7

1

1

1

1

1

1
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十
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10
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5
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4

5
4
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4

5
4

5
4

1

1

1

1

1

1

+
+

十
十

⊥

5
10

+
6

+
+

十

一
⊥

一
+

+

0.70

0.30

0.40

0.10

0.10

0.10

'x.ml.of0.1N NaOH toneutralize10m1.0fthemedium; -,signifies,noutilization,･

10+,Signifies,maximum growth.
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この場合ペプトンはビタミンの有無にかかわらず生育が良い点,寒天培地の場合と違った結果を示

した.試験の結果を綜合すると無機態-N は殆んど利用出来ず有機態-N でも通常培地では肉エキ

ス以外は殆んど利用されないoしかしビタミンの存在する場合肉エキスの他ペプトン,ア スパ ラギ

ン,ア ミノ酸等が利用される｡

なお放線菌はN-源としてのアミノ酸が同時に非常によい,C一源となる場合が多いが3)M.rosea

は Asparagine-glucosesolutionに培養すると良く生育するが, この培地か らブ ドウ糖を除去する

と生育は Table3の様に全く制限されてくる｡即ち本菌はアスパラギンを唯一のN-源とすることは

出来るが,ブ ドウ糖及びビタミンが共存する時,始めて良く利用される｡

Table3. EffectoftheGlucoseontheGrowthofMicrobisporaroseain

Asparagine-glucoseSollltion(AGS)at300

after(days)

3

4

0

3

4

0

1

1

M.rosea St.lavendulae

一

十

十

一
十

+

+

10

1

2

0
.
0
.

十

十
十

十

+

+

+

+

20

+

5

+

d)要求 ビタミンの種類について

ブ ドウ糖を C一源とする Basal medium IIにペプトンまたはアスパラギン或はグルタミン酸を

加えた場合のビタミン要求を実験した結果の1部は既報の通りである0 (培地は 1200,15分間殺菌

した後,ビタミンを加え, 再び 1150で 15分間殺菌する) いずれの場合も Thiamineを欠いた培

地では殆んど生育が見られないがTbiamineのみ単独に添加した場合には供試全ビタミン(Thimine-

HCl;Biotin;Ca-Pantothenate;Rivoflavine;Pyridoxine-HCl;Paraaminobenzoicacid;

Niacin;Inositol) を添加した対照のものの 70-80%の生育を示し,色素の生産は遅れるばかりで

なく著しく弱くなる｡

以上のような M.rosea の栄養的特異性 を知 ったので次のような純合成増地 を調整 し

これに生育 させることが出来た｡なおこの堵地のブ ドウ糖 を2%とすれば 3-4週間で胞

子 を形成 させることもできるが, 胞子形成用埼地 としては Oatmealagarの他, 例 え

ば次のよ うな埼地が良い｡

A SyntheticMediun fortheCultureofMicrobisborarosea

GlucoSe･-. -10.0g. FeSO4･7H20･･- .･--long.

Asparaglne･.･ ･--2.0 Washedagar-･ ････20g.

MgSO4･7H20 - --･･0.5 Dist.Water- --1,000mL

KC1--- ･-0.5 Thiamine･-- -･1mg.

K2HPO4･･ ･･･0.05 Biotin-. ･･.･0.5mg.
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A Medillm fortheSporulationofMl'crobisPorarOSearecomm ended
5-timesdilutedEmerson'smedium･汚

TIliamine-HCl

17

11'Withtapwater,pH6.5,agar20g

分 類

新馬 Microbisboraは菌糸が細菌のように分裂 しないので,Slrebtomycetaceae科の

既設 3属及び Wakmaniaとの類似点及び相違点を挙げ比較すると次のようになる｡

1. Microbisi'oraと StreptomycesWaksmanetHenrici(Syn.Euactinom?/ces

Langeron,ActinomycesBuchanan)との比較

両者共に気菌糸を造 り,それに胞子が形成され,寒天培地に堅い皮革質の集落を造り,

胞子層は湿っていない点等類似 しているが Strebtomycesの胞子は分岐 した気菌糸の先

端部分がそのままくびれて鎖状に形成されるので,胞子の大きさと胞子柄とが殆んど差が

ないのに対 しMicrobisboraでは胞子の直経が胞子柄の巾より明らかに大きく, 成長し

成熟 した胞子が 2個連結 している点で明らかに相違する｡

2.Microbisporaと M2'cromonosboraOrskov との比較

両者共に胞子が胞子柄の尖端に同じような機構で形成されるが成熟 した胞子が,比較的

長い胞子柄に1個宛単独にあ るか,趣 く短かい胞子柄 (殆んど欠除している串うに見え

る)に2個宛連結 しているかの点及び後者は胞子を真気菌糸上に生ずる点で明らかに両者

は区別される｡また MicromonosPoraは澱粉を分解 し,ゼラチンを消化する性質が強い

が Microbisborarosea にはその性質がない点でも相違 している｡ しかし多くの培地に

気菌糸を造らず集落が orange-pink になる点等で類似 している0

3. M2'crobisporaと ThermoactinomycesTsiklinsky との比較

両者共に気菌糸を造 り,真気菌糸上の胞子が短かい胞子柄の尖端に形成される点で類似

しているが Thermoaciinomycesの胞子は1個ずつしか生成されず Thermophilicであ

る｡また澱粉を分解 しゼラチンを液化するのに対 し M.rosea は Mesophilic で澱粉及

びゼラチンを分解する力がない｡

4. MicrobisPoraと WaksmaniaLechevalieretLechevalier との比較

LECHEVALIER ら9)の記載によりM.roseaと W.rosea の主な相違点を挙 げ る と

Table4 のようになる｡

即ち胞子の色,硝酸塩の還元性及び牛乳の分解力は両者で明らかに相異 し,細胞の形,大

きさは M .rosea の方が全体として小さく,ゼラチンの液化はわずかに相違している｡

厚膜胞子は W.roseaについては記載がないので恐らくM.roseaに見られる程,特徴

的でないと考えられる｡

以上の相違点は両者を違 った Speciesとして区別するに充分であると考えるが,両者共

に胞子の性質及びその形成様式の他に生育温度,酸素の要求性など良く一致 しているので
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Table4.ComparisionofCharacteristicsbetweenMicrobisPorarosea
andWaksmaniarosea

M.rosea W.rosea

Sporecolor

ActiononNitrates

Milkpeptonization

Gelatineliquefaction

Sizeof:Aerialmycelium

Vegetativemycelium

y Conidia

white

reduced

negative

negative

0.5-0.7/▲

0.6′-0.9/A

1.4-1.6/⊥

liglltpink

notreduced

completely

sligbtly

0.8･-1.5J▲

0.3.-1.2/↓

1.7-･1.8Jl

同一の属に抱括さるべきものと考えられる｡そのうえ色素生産性,澱粉分解力,抗菌性な

どに於ても良 く一致する｡なお合成堵地に生育の悪いこと,胞子が限られた培地にしか形

成されないことは両者とも,普通の放線菌と逢った栄養素要求菌であることを示すが,栄

養的性質について LECHEVALIER らは殆んど試験 していないので著者らの結果 と比較出

来ない｡

以上の結果から Microbispora属の分類学上の位置を示すと次の Key 及び図のよう

になる｡

KEYTOTHEGENERAOFTHESTREPTOMYCETACEAE

A.Aerialmycelillm formed

l. Conidiaformedinchains

GenusSirePiomycesWaksmanetHenrici

2. ConidiaformedinpalrS

GenusMicrobisl'oraNonomul･aetOhara

-WaksmaniaLechevapieretLechevalier

3. Conidiaformedsingly;

Thermophilic

Genw ThermoactinomycesTsiklinsky

B.Aerialmycelium notfom ed

l. Conidiaformedsingly;
Mesophilic

GenusMicromonosPoraOrskov

2. Conidialformslユnkown;

ScleroticgrandesprodlユCed

GenusChainiaThirumalacher
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SystematicsoftheGeneraoftheSirebtomyceiaceaeWaksmanetHenrici
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要 旨

1) 土壌中から新 らしい系統に属する放線菌を発見 し,その性質を研究 した結果,さき

に StrePtomyceiaceaeWaksmanetHenrici科に新 らたに MicrobisPora属を設定す

ることを提案 したが,偶然時を同じくしてアメリカ及び ドイツに於ても類似 した放線菌が

発見されるに至ったので,前報では紙数の関係で報告できなかった実験結果を主として報

告 L Microbisborarosea の記載を補 うと共に, LECHEVALIER らの報 文 に よ り

Waksmania roseaと比重交した.

2) M.rosea と W.rosea は同一の属名に統一されるべきものと考えるが,両者は

胞子の色,硝酸還元性, ミルク消化などに於て明らかに相違するので,逢った Species

として区別 しなければならない0

3) HENSSEN の発表 している菌については,その報文をまだ見ていないので詳細は不

明であるが M2'crobisPora属の Thermophuicな尻型と考えられ,これらの発見によっ

て MicromonosPora-Thermoactinomyces系に対する MicrobisPora系も自然界に広

く存在 していることが確認されたわけであるo

終に本研究は文部省科学研究史による絵合研究 ｢腐植の形成,性状並びに寮別に関する研究｣(主

荏;東京大学畏学部教授,弘法睡三)の分姐課題である ｢土壁中に於ける放線菌の分布｣に関する研

究の一部であり,研究A･の御援助に対し謝意を表す｡

なお Strepiomycesantibioticus及び St.LaJUenduZaeを分譲された財団法人醗酵研究所 (IFO)

長谷川武治氏に感謝する｡
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DESCRIPTIONOFMICROBISPORANONOMURAETOHARA

ThegenusMicrobisPoraischaracterized by theconidiaproduced in
王ongitudinalpairsOntheaerial hyphae.Theconidiophoresmaybesoshort
thatconidiaappearstobeproduceddirectlyonthemycelium . Thêaerial

mycelillm formsabudattわesideandlaterthebud,oroccationallythetip
ofsidebranch,swellsandissepareatedbyacrosswallinthemiddleglVlng
torisetwospherical orovalconidia. Thegerminationofconidiaandthe
structureofvegetativemycelium aresimilar tothoseofSirebtomyces.This
gelmSisaerobicandmesopbilic.

Typespecies,MicrobisporaroseaNonomuraetOhara

Mor♪hology

VegeiaiiL,emyCelium. On inoculation intofresh medium theconidia

germinate producingonetothreegelm tubesand formingtheradiate or
arborescent branching. Hypae,0.6-0.85FL in diameter,unseptate and
notsegmentingintobacillaryorcocoidelements.

Aerialmycelium.0.5-0.7FLindiameter(40-200FLinlength). Often
inc111Sterandsomebrandhg.Thecoloniesarecoveredwithwhitethin
layerofaerialmycelium bearingaboundantwhiteconidia.The"fairyrings"
occuronsomemedia.Coremia-likebyphaearenotformed.

Conidiobhores.Lengthusuallydosenotexceed0.5FL,blltexceptionally

2-3FLlongcopidiophoresareformedasmonopodial branchelets.
Conidia.1.4-1.6FLin diameter. Spherical toslユbglobose. Theyare

borndirectlyontheaerialhyphaeorterminallyonveryshortconidiophores,
and alSoon tipsofthemainsporogenoushyphaeandbranches.Matured
conidiaareformedin longitudinalpairs(1.4-1.7Ⅹ3.0-3.2FL). They are
veryfragi1esandeasilydetachedfrom conidiophoresandeach otherwhen

dippingintowater.Noneisformedonvegetativehyphae.Conidium surface
issmoothandhydrophobic.

Chlamydospores. Aboundantchlamydospores are formed (Fig.2) on

vegetativebyphae.Ontheagarmedium richinavailablecarbonandnitrogen

sol∬CeSalmostallhyphaebecomeintochlamydospores.Predominantlyfusiform,
about2Ⅹ3FL,butsomeofthem spherical(upto4=FLjndiameter).

Apperanceonvariousmedia
Allcultureswereincubatedat30oandobs3rVedafter2weeksandafter

40days,exceptmentioned.

Asparagine-dextroseagar.Almostnogrowth.
Benneti'sagar. Palepinkgrowth,becoming cork,glistening,raised,

almostsmooth.Aerialmycelium isnotformed.

Carrotagar. Growthgoodoftenmeagre. Coral beCOmlngCbocholate,
chestnutbrowninthemiddle,dullredatthemargin_Glisteningwithgranular

surface,Occationallyveryslightwhiteaerial myceiium atthetopofslant.
Ca-malateagar.Nogrowth.

Caseinagar.Verypoorgrowth,cream totranslucent,fiat,glistening.
CzaPeck'sagar･Almostnogrowth,palecream.





EXPLANATION OF PLATE

Fig･1･Aerialhyphaeandspordationonpalteagarx1,500.
Fig･2･Aerialgrow也Gnplateagar,afbr14daysat300.x600.
Fig･13･Slantcplt- onEme柑On,sagar(E),C-otagar(car.),祖d

Oatmealagar(o).

Fig･4･Slantcultu&･showingverypoorgrowth withoutN-compo-ds,

poorgrowth withpeptonemedil-(white)･andmoderategrovdh Iwith peptoneplusvitamins(orange).
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CBagar. Growthmoderate,camelltocoralpir)kbecomeslightbrown,
glistening,granular,rais3d.

Emerson'sagar.Sundusttocamellgrowth,glistening,raised,folded.
Aerialmyceliu.m andconidaarenotformed.

Glucose-asparagineagar.Verythintranslucentgrowth.
MeatPePtonesolution. Bottom growth.Fluだywhen inoculated with

c,onidia,granularwheninoculatedwithvegetativecells.Nosurfacegrowth.

Nuirientagar.Grow也 moderate,dullorang to slmdust,glistening,
raised,folded.Aerialmycelilユm isnotformed.

Oatmealagar.Growth moderate,paleyellowish brown,almostflat,
coveredwithwhitepowderyaerial myc31ium.

Poiatoagar.Dullorangetodullred′,glistening,growthcoveredwith
whiteveilofaerialmycelium atthetopofs一ant.

PotatoPlug.Growthpoor.Lightbrown,occationally･veryslighttrace
ofwhiteaerialmycelil皿 .

Yeast-exirabtagar.Poorgrowth.

Gelaiin.Poorgrowth.Noliquefactionafter30daysat210,even ona
medilユm COntainingち-vitaminsoryeasトextract.

Milk.Growthmeagre,nocoagulation,nopeptonizationafterincubation

for30days.NochangeofpH valueofthemilk.
NitraiebrothandNitrateagar. Nitratereduced tonitrite. After3

days,nitritewerefounddistinctlyin themediawithsulphanilicacidandα-
naphthylamine.

Znversionofsucrose.Noactivity-after10daysin modified Emerson's
liquidmedium containing sucroseinstead ofglucose. Testsforactivities
weremadewithafiltrateofthemedium alldFehlingsollltion.

Starchuiilizalion.Stardlagar:Palecream totranslucent,glistening.
Nodiastaticactivity,evenonstardlagarPluspeptoneorB-vitamins.Tests
forstardlbydrolysisweremadewithalugolsolution.

Stainingproperties

Theorganism isnotacid-fast.Maturedconidiaweredifficulttostain
withLeffler'smethyleneblue. Thedllamydosporestake thisstainsmore

stronglythanbyphae.

Pigmentaiion

M.rosealBuallyformspalepink(with0.2-0.3%beefextract)toorange

(withpeptonepll娼Vitamins)mycelium whidlbecomespalerduringprolonged

incubation･.Thepigmentproductionaregreatlyaffectedbythenutritional
conditions,1nparticularbiotininthemedium.Fe-ionpromotesthedarkening
ofcoloniesandmedia.Diffusibleplgment isveryslight. AfterhotHCl-

treatment,thepigmentsofcellswerealmostunextractedwithacetonand

petroleum etherorbenzine,butextractedwithwarm alcohol･

Grou)thtemperature

Theorganism isa mesopbile･Growth wasratharbetter at30othan
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at200.
Thermaldeathpointinmeatpeptonesolution,vege
tativecells
550,con
idia650for10mi凪.

OptimumPHforgrowth

ThoughthisorganismcangrowatpH5.
2-7.
9
,
thebestgrowthtake

placeatareactionslightlyacidic(abolltpH6.
0)
.

Antibioticproperties
Noactivitieswerefoundbycross-streaktestsonEmerson'sagaror

nutrientagar.
Thefollowingorganismswereused:Escherichiacolt
Bacillussubiilis,
Saccharomycescerevisiae,
Klaeckeraapiculata,
Pichia
membranaefaciens,
Aspergillusniger,an
dMucormucedo.

Nutritionalcharacterisiit;s

EjfecioflPhosllhateconcentrationongrowth
ltwasfollndthatthepotasiumphosphatesinthemedi皿i血ibitethe

growthoftheorganismatausualconcentration(0.
5-5.
0g/1.
)
,an
dthe

optimumlevelislowerthan0.
01%inthebasalmediumIbuttheseinhibi･
toryactionofphosphatesweregreatlyeliminatedwithincreaslngconcen-
trationofbeefextract.

Ejfeciofikeminorelementsongrowth
Cu'+-ion(CuSO4)isinjlユrOuSevenat2-3Ppmlevels.
Fe++-ion(FeSO4
)
,

ontheo也erhand,promotest
hevegetativeandaerialgrowthat5-10ppm
levels.
NoappreciableeffectsofZnH-ionandMn'+-ionwereobservedon
thebasalImediumI.

Niirogenutilization
Ammoniumcompounds,an
dureaarenotlltilizedasasolesourceof

nitrogen;utilizingasparaglne,
glutamicacidorpeptone,w
ithB-vitamins･

RequiremeniofB-vitamins
Thiamineandbiotinareessential.
0ccationallyca-pantothenate,pyr
ido･

又ine,an
dPABAseemstobefavotu-able壬orthegrowthofthisorganism.
Biotinalsocontrolsplgmentation.

Source
M
.roseawasisolatedfromagardensonlocatedinKofu,
Yamanashi

Pref.,
Japan.
TypespecimensaredepositedinthelnstitllteforFermentatio工1,Osaka,
Nagaohstitute,
Tokyo,an
dalsointheAmericanTypeCulture
Collection,
WashirlgtOn,
U
.
S
.
A
.an
dbearthenumberATCC12950.
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MEDIA USEDFORPRESENTSTUDY
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AsParagtne-dextroseagar.Glucose,10.0g.;1-asparagine,0.5g･;K2HPO4,
0.5g.;beefextlaCt,2g.;agar,17g.;tapwater,11.

Bennet'sagar.Beefextract,1g.;yeastextract,1g.;polypepton(Take-
da),2g.;glucose,log.;agar,20g.;dist.water,11.;adjustpH to7.3with
NaOfI.

Carroiagar.Carrot,350g.;agar,18g,;dist.water,ii.;adjustpH to
7.4.

Calciummalateagar.Ca-malate,log.;NH.Cl,0.5g.,･K2HPO4,0.5g.;
agar,18g.;dist.water,ll.pH 7.0.

Caseinagar.Glucose, 1.0g.; K2HPO4, 0.5g.; MgSO4.7aq., 0.2g.;
Fe2(Soヰ)3,trace;agar,20g.;casein,1.0g.;dist.water,ll.

Czapeck'smodifl-edagar.K2HPO4,1.0g.;MgSO4･7aq.,0.5g.;KCl,5g,;
FeSO4･7aq.,0.01g.;NaNO8,2.0g.;agar,18g.;dist.water,ll.(pH 7.4)

CBagariGlucose,10g･;beefextract,5g.;peptone,5g･;K2HPO4,1g･;
MgSO4･7aq.,0.5g.;KCl,0.5g.;agar,25g.;dist.Water,ll.

Emerson'sagar,Beefextract,5.0g.;yeastextract.,1.0g,'.peptone,
4.0g.;NaCl,2.5g.;glucose,10.0g.,agar,20g.;dist.water,ll.

Glucose-asbaragineagar,Glucose,log.;asparag]'ne,0,5g.;K2HPO4,0.5
g.;agar,15g.;dist.water,ll.(pn 6.8)

Meai1)ebtonesolution.Glucose,log.;peptone,log.;beefextract,5g.;
NaCl,5g.;dist.water,ll.(pH 7-7.2)

Nutrieniagar.Peptone,log.;beefextract,5g.;glycerine,15g.;agar,
18g.;dist.water,ll.(pH 7-7.2)

Oatmealagar.Rolledoat,65g.;dist.water,ll.;cooktoth]'ngruel,
filterthroughcheescloth,andbringuptoll.whilestillhot.Add2% agar.
DonotadjustpH.

Potaioagar.Peeledpotato,200g.;agar,18g.;dist. water,ll.(pH
7.4)

Siarchagar.Starch,log.;in800mi . lotwaterand500mi. ofwater
containing:K2HPO4,1g.;MgSO4･7aq.,1g.;NaCl,1g.; (NH4)2SO4,2g.;
CaCO3,3g.;agar,log.

Yeast-extractagar.Yeastextract,4mi .;maltextract,10g.;glucose,
4g.;agar,24g.;dist.water,ll.DonotadjustpH.

Milk.1)Uponcultllre On Welldeveloped potato agarpoursterjljzed
skimmed-milk.2)Skirmnedmilk

Basalmedium i.GlllCOSe,10.0g.;beefextract,1.0g.;peptOne,1.0g.;
NaCl,0.5g.;yeastextract,2.Oml.;agar,20g.;dist.water,ll.

Basalmedium II. Glucose,10.0g;KCI0.5g.;MgSO4･7aq.,0.5g.;
K2HPO4,0.1g.;agar,20g.;dist.water,ll.

BasalmediumIll.Glucose,10･Og･;lKCl,0.5g･;MgSO.･7aq･,0.5g･;
NaCl,0.1g.;K2HPO4+KH2PO4,0.1g.;FeSO4･7aq.,5mg.;deionizeddist.
water,ll.

PoiaoPlug.Peeledpotetoin testtube.

Gelatine.Peptone,5g;･glucose,20g.;gelat]'ne,200g.;dist.water,ll.
(pH7)
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